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(54)【発明の名称】 検査フォローアップ情報管理装置

(57)【要約】
【課題】  簡単かつ確実にするフォローアップ検査を行
うためのフォローアップ情報を管理する。
【解決手段】  検査フォローアップ情報管理装置を構成
するファイリング装置１は、病院２内に配置され、内視
鏡画像を撮像する電子内視鏡装置３に接続される。この
ファイリング装置１は、電子内視鏡装置３で撮像された
患者の内視鏡画像を患者情報に関連づけて記録すること
で、内視鏡画像及び再検査（フォローアップ検査）予約
を管理するようになっている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被検体の検査画像を表示手段に表示する
被検査画像表示手段と、
前記被検体に対する検査のフォローアップ情報を入力す
るフォローアップ情報入力画面を前記表示手段に表示す
るフォローアップ情報入力画面表示手段と、
前記フォローアップ情報入力画面表示手段で表示された
前記フォローアップ情報入力画面に対して前記被検体に
対するフォローアップ情報を入力するフォローアップ情
報入力手段と、
前記フォローアップ情報入力手段で入力された前記フォ
ローアップ情報を前記被検体に対するフォローアップ情
報として記憶するフォローアップ情報記憶手段とを備え
たことを特徴とする検査フォローアップ情報管理装置。
【請求項２】  被検体の検査画像を表示手段に表示する
被検査画像表示工程と、
前記被検体に対する検査のフォローアップ情報を入力す
るフォローアップ情報入力画面を前記表示手段に表示す
るフォローアップ情報入力画面表示工程と、
前記フォローアップ情報入力画面表示工程で表示された
前記フォローアップ情報入力画面に対して前記被検体に
対するフォローアップ情報を入力するフォローアップ情
報入力工程と、
前記フォローアップ情報入力工程で入力された前記フォ
ローアップ情報を前記被検体に対するフォローアップ情
報として記憶するフォローアップ情報記憶工程とを備え
たことを特徴とする検査フォローアップ情報管理装置の
制御方法。
【請求項３】  被検体の検査画像を表示手段に表示する
被検査画像表示手段と、
前記被検体に対する検査のフォローアップ情報を入力す
るフォローアップ情報入力画面を前記表示手段に表示す
るフォローアップ情報入力画面表示手段と、
前記フォローアップ情報入力画面表示手段で表示された
前記フォローアップ情報入力画面に対して前記被検体に
対するフォローアップ情報を入力するフォローアップ情
報入力手段と、
前記フォローアップ情報入力手段で入力された前記フォ
ローアップ情報を前記被検体に対するフォローアップ情
報として記憶するフォローアップ情報記憶手段と、
前記フォローアップ情報記憶手段で記憶された前記フォ
ローアップ情報を通信回線を介して通信するフォローア
ップ情報通信手段とを備えたことを特徴とする検査フォ
ローアップ情報管理装置。
【請求項４】  被検体の検査画像を表示手段に表示する
被検査画像表示工程と、
前記被検体に対する検査のフォローアップ情報を入力す
るフォローアップ情報入力画面を前記表示手段に表示す
るフォローアップ情報入力画面表示工程と、
前記フォローアップ情報入力画面表示工程で表示された
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前記フォローアップ情報入力画面に対して前記被検体に
対するフォローアップ情報を入力するフォローアップ情
報入力工程と、
前記フォローアップ情報入力工程で入力された前記フォ
ローアップ情報を前記被検体に対するフォローアップ情
報として記憶するフォローアップ情報記憶工程と、
前記フォローアップ情報記憶工程で記憶された前記フォ
ローアップ情報を通信回線を介して通信するフォローア
ップ情報通信工程とを備えたことを特徴とする検査フォ
ローアップ情報管理装置の制御方法。
【請求項５】  被検体の検査画像を表示手段に表示する
被検査画像表示手段と、
前記被検体に対する検査のフォローアップ情報を入力す
るフォローアップ情報入力画面を前記表示手段に表示す
るフォローアップ情報入力画面表示手段と、
前記フォローアップ情報入力画面表示手段で表示された
前記フォローアップ情報入力画面に対して前記被検体に
対するフォローアップ情報を入力するフォローアップ情
報入力手段と、
前記フォローアップ情報入力手段で入力された前記フォ
ローアップ情報を前記被検体に対するフォローアップ情
報として記憶するフォローアップ情報記憶手段と、
前記フォローアップ情報記憶手段で記憶された前記フォ
ローアップ情報を通信回線を介して送信するフォローア
ップ情報通信手段と、
前記フォローアップ情報通信手段で送信された前記フォ
ローアップ情報に検査予約パスワード情報を付与して前
記通信回線を介して送信する検査予約パスワード情報通
信手段と、
前記通信回線を介して送信され前記検査予約パスワード
情報に基づき検査予約を実行する検査予約手段とを備え
たことを特徴とする検査フォローアップ情報管理装置。
【請求項６】  被検体の検査画像を表示手段に表示する
被検査画像表示工程と、
前記被検体に対する検査のフォローアップ情報を入力す
るフォローアップ情報入力画面を前記表示手段に表示す
るフォローアップ情報入力画面表示工程と、
前記フォローアップ情報入力画面表示工程で表示された
前記フォローアップ情報入力画面に対して前記被検体に
対するフォローアップ情報を入力するフォローアップ情
報入力工程と、
前記フォローアップ情報入力工程で入力された前記フォ
ローアップ情報を前記被検体に対するフォローアップ情
報として記憶するフォローアップ情報記憶工程と、
前記フォローアップ情報記憶工程で記憶された前記フォ
ローアップ情報を通信回線を介して送信するフォローア
ップ情報通信工程と、
前記フォローアップ情報通信工程で送信された前記フォ
ローアップ情報に検査予約パスワード情報を付与して前
記通信回線を介して送信する検査予約パスワード情報通
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信工程と、
前記通信回線を介して送信され前記検査予約パスワード
情報に基づき検査予約を実行する検査予約手工程とを備
えたことを特徴とする検査フォローアップ情報管理装置
の制御方法。
【請求項７】  被検体の検査画像を表示手段に表示する
被検査画像表示手段と、
前記被検体に対する検査のフォローアップ情報を入力す
るフォローアップ情報入力画面を前記表示手段に表示す
るフォローアップ情報入力画面表示手段と、
前記フォローアップ情報入力画面表示手段で表示された
前記フォローアップ情報入力画面に対して前記被検体に
対するフォローアップ情報を入力するフォローアップ情
報入力手段と、
前記フォローアップ情報入力手段で入力された前記フォ
ローアップ情報を前記被検体に対するフォローアップ情
報として記憶するフォローアップ情報記憶手段と、
前記フォローアップ情報の送信先を設定するフォローア
ップ情報送信先設定画面を前記表示手段に表示するフォ
ローアップ情報送信先設定画面表示手段と、
前記フォローアップ情報送信先設定画面表示手段で表示
された前記フォローアップ情報送信先設定画面に対する
前記フォローアップ情報の送信先情報を設定するフォロ
ーアップ情報送信先設定手段と、
前記フォローアップ情報送信先設定手段で設定された前
記送信先情報を前記被検体に対するフォローアップ情報
の送信先情報として記憶する送信先情報記憶手段と、
前記フォローアップ情報記憶手段で記憶された前記フォ
ローアップ情報を前記送信先記憶手段で記憶された前記
送信先情報に従い通信回線を介して送信するフォローア
ップ情報通信手段とを備えたことを特徴とする検査フォ
ローアップ情報管理装置。
【請求項８】  被検体の検査画像を表示手段に表示する
被検査画像表示工程と、
前記被検体に対する検査のフォローアップ情報を入力す
るフォローアップ情報入力画面を前記表示手段に表示す
るフォローアップ情報入力画面表示工程と、
前記フォローアップ情報入力画面表示工程で表示された
前記フォローアップ情報入力画面に対して前記被検体に
対するフォローアップ情報を入力するフォローアップ情
報入力工程と、
前記フォローアップ情報入力工程で入力された前記フォ
ローアップ情報を前記被検体に対するフォローアップ情
報として記憶するフォローアップ情報記憶工程と、
前記フォローアップ情報の送信先を設定するフォローア
ップ情報送信先設定画面を前記表示手段に表示するフォ
ローアップ情報送信先設定画面表示工程と、
前記フォローアップ情報送信先設定画面表示工程で表示
された前記フォローアップ情報送信先設定画面に対する
前記フォローアップ情報の送信先情報を設定するフォロ
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ーアップ情報送信先設定工程と、
前記フォローアップ情報送信先設定工程で設定された前
期送信先情報を前記被検体に対するフォローアップ情報
の送信先情報として記憶する送信先情報記憶工程と、
前記フォローアップ情報記憶工程で記憶された前記フォ
ローアップ情報を前記送信先記憶工程で記憶された前記
送信先情報に従い通信回線を介して送信するフォローア
ップ情報通信工程とを備えたことを特徴とする検査フォ
ローアップ情報管理装置の制御方法。
【請求項９】  被検体の検査画像を表示手段に表示する
被検査画像表示手段と、
前記被検体に対する検査のフォローアップ情報を入力す
るフォローアップ情報入力画面を前記表示手段に表示す
るフォローアップ情報入力画面表示手段と、
前記フォローアップ情報入力画面表示手段で表示された
前記フォローアップ情報入力画面に対して前記被検体に
対するフォローアップ情報を入力するフォローアップ情
報入力手段と、
前記フォローアップ情報入力手段で入力された前記フォ
ローアップ情報を前記被検体に対するフォローアップ情
報として記憶するフォローアップ情報記憶手段と、
前記フォローアップ情報の送信先を設定するフォローア
ップ情報送信先設定画面を前記表示手段に表示するフォ
ローアップ情報送信先設定画面表示手段と、
前記フォローアップ情報送信先設定画面表示手段で表示
された前記フォローアップ情報送信先設定画面に対する
前記フォローアップ情報の送信先情報を設定するフォロ
ーアップ情報送信先設定手段と、
前記フォローアップ情報送信先設定手段は被検体を含む
複数の送信先情報を設定することが可能であり、前記フ
ォローアップ情報送信先設定手段で設定された前記送信
先情報を前記被検体に対するフォローアップ情報の送信
先情報として記憶する送信先情報記憶手段と、
前記フォローアップ情報記憶手段で記憶された前記フォ
ローアップ情報を前記送信先記憶手段で記憶された前記
複数の送信先情報に従い段階的に通信回線を介して送信
するフォローアップ情報通信手段とを備えたことを特徴
とする検査フォローアップ情報管理装置。
【請求項１０】  被検体の検査画像を表示手段に表示す
る被検査画像表示工程と、
前記被検体に対する検査のフォローアップ情報を入力す
るフォローアップ情報入力画面を前記表示手段に表示す
るフォローアップ情報入力画面表示工程と、
前記フォローアップ情報入力画面表示工程で表示された
前記フォローアップ情報入力画面に対して前記被検体に
対するフォローアップ情報を入力するフォローアップ情
報入力工程と、
前記フォローアップ情報入力工程で入力された前記フォ
ローアップ情報を前記被検体に対するフォローアップ情
報として記憶するフォローアップ情報記憶工程と、
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前記フォローアップ情報の送信先を設定するフォローア
ップ情報送信先設定画面を前記表示手段に表示するフォ
ローアップ情報送信先設定画面表示工程と、
前記フォローアップ情報送信先設定画面表示工程で表示
された前記フォローアップ情報送信先設定画面に対する
前記フォローアップ情報の送信先情報を設定するフォロ
ーアップ情報送信先設定工程と、
前記フォローアップ情報送信先設定工程は被検体を含む
複数の送信先情報を設定することが可能であり、前記フ
ォローアップ情報送信先設定工程で設定された前期送信
先情報を前記被検体に対するフォローアップ情報の送信
先情報として記憶する送信先情報記憶工程と、
前記フォローアップ情報記憶工程で記憶された前記フォ
ローアップ情報を前記送信先記憶工程で記憶された前記
複数の送信先情報に従い段階的に通信回線を介して送信
するフォローアップ情報通信工程とを備えたことを特徴
とする検査フォローアップ情報管理装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、医療検査のフォロ
ーアップ検査情報を管理する検査フォローアップ情報管
理装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、医療現場においては、種々の検査
が行われ、特に画像検査による検査が診断等にとって重
要な検査となっている。
【０００３】これらの画像検査は、図１７に示すよう
に、病院２００内の種々の医療検査機器、例えば電子内
視鏡装置２０１により医療画像データが得られ、得られ
た医療画像データがファイリング装置２０２に患者情報
と関連付けられて格納され管理されている。
【０００４】そして、医師は、検査後に前記ファイリン
グ装置２０２を検索し、患者毎に医療画像データを再確
認することで再検査（以下、フォローアップ検査）の必
要性の有無を判断し、必要がある場合はフォローアップ
検査が必要な患者をリストアップし、その後該当する患
者の住所あるいはｅ－ｍａｉｌのアドレスをカルテある
いは病院側ＰＣ２０３より検索し、病院側ＰＣ２０３内
のメーラソフトあるいは宛名書きソフトを用いて該当す
る患者宅２０５の患者側ＰＣ２０６にインターネット２
０７を介してｅ－ｍａｉｌを送信したり、あるいは郵便
を患者宅２０５に送ったりすることで、患者からのフォ
ローアップ検査の予約を受け付け、検査を行っている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の
フォローアップ検査の予約は医師が検査の必要な患者を
リストアップしなければならず、そのための時間及び手
間がかかるといった問題がある。
【０００６】また、リストアップした患者の住所あるい
はｅ－ｍａｉｌのアドレスをカルテあるいは病院側ＰＣ
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２０３より検索しなければならず、特にカルテからの検
索（抽出）には多大の時間を要するといった問題もあ
る。
【０００７】本発明は、上記事情に鑑みてなされたもの
であり、簡単かつ確実にするフォローアップ検査を行う
ためのフォローアップ情報を管理することのできる検査
フォローアップ情報管理装置を提供することを目的とし
ている。
【０００８】
【課題を解決するための手段】本発明の被検体の検査フ
ォローアップ情報管理装置は、検査画像を表示手段に表
示する被検画像表示手段と、前記被検体に対する検査の
フォローアップ情報を入力するフォローアップ情報入力
画面を前記表示手段に表示するフォローアップ情報入力
画面表示手段と、前記フォローアップ情報入力画面表示
手段で表示された前記フォローアップ情報入力画面に対
して前記被検体に対するフォローアップ情報を入力する
フォローアップ情報入力手段と、前記フォローアップ情
報入力手段で入力された前記フォローアップ情報を前記
被検体に対するフォローアップ情報として記憶するフォ
ローアップ情報記憶手段とを備えて構成される。
【０００９】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照しながら本発明
の実施の形態について述べる。
【００１０】図１ないし図５は本発明の第１の実施の形
態に係わり、図１は検査フォローアップ情報管理装置を
構成するファイリング装置のシステム構成を示す構成
図、図２は図１のファイリング装置の作用を説明するフ
ローチャート、図３は図２の処理で表示される第１の画
像を示す図、図４は図２の処理で表示される第２の画像
を示す図、図５は図２のフォローアップ検査の案内の自
動配信及び予約受付処理の処理の流れを説明するフロー
チャートである。
【００１１】図１に示すように、本実施の形態の検査フ
ォローアップ情報管理装置を構成するファイリング装置
１は、病院２内に配置され、内視鏡画像を撮像する電子
内視鏡装置３に接続される。
【００１２】このファイリング装置１は、電子内視鏡装
置３で撮像された患者の内視鏡画像を患者情報に関連づ
けて記録することで、内視鏡画像及び再検査（フォロー
アップ検査）情報を管理するようになっている。
【００１３】また、ファイリング装置１は、病院側パー
ソナルコンピュータ（以下、ＰＣと略記）４を介してイ
ンターネット５に接続されており、この病院側ＰＣ４は
インターネット５からファイリング装置１への不正アク
セス等を防止するファイアウォールの役割を果たしてい
る。
【００１４】病院側ＰＣ４は、インターネット５を介し
て患者宅６内の患者側ＰＣ７と接続されており、病院側
ＰＣ４と患者側ＰＣ７との間で電子メール（以下、ｅ－
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7
ｍａｉｌ）が交換可能になっている。
【００１５】次に、このように構成された本実施の形態
の作用について説明する。
【００１６】図２に示すように、ファイリング装置１に
電子内視鏡装置３での検査後に内視鏡画像が患者情報に
関連づけて記録されると、ステップＳ１でファイリング
装置１において医師が内視鏡による患者のフォローアッ
プ検査（所定期間、経過後の再検査）が必要かどうかを
判断し、フォローアップ検査の有無及び検査時期を入力
する。
【００１７】このフォローアップ検査の有無及び検査時
期の入力は、医師はファイリング装置１を操作し、図３
に示すようなフォローアップ検査設定画面１１をファイ
リング装置１のモニタに表示させることでなされる。
【００１８】フォローアップ検査設定画面１１は、患者
情報に基づく患者の内視鏡画像を表示する検査画像表示
エリア１２と、フォローアップ検査の有無及び時期をラ
ジオボタンにより選択的に設定するフォローアップ検査
設定エリア１３を備えて構成され、医師は検査画像表示
エリア１２に表示された患者の内視鏡画像を判断し、フ
ォローアップ検査の有無及び時期を決定しフォローアッ
プ検査設定エリア１３において、ラジオボタンにより選
択的にフォローアップ検査の有無及び時期を設定する
（検査時期：１ヶ月後・３ヶ月後・６ヶ月後・１２ヶ月
後・２４ヶ月後の選択、検査の有無：無しの選択）。
【００１９】設定されたフォローアップ検査の有無及び
時期からなるフォローアップ検査情報は、患者情報と共
にデータベース化されてファイリング装置１に保存され
る。
【００２０】次に、ステップＳ２でファイリング装置１
にて所定のフォローアップ検査期間に該当する患者の検
索を開始する。
【００２１】この検索は、図４に示すようなフォローア
ップ検査検索画面２１をファイリング装置１のモニタに
表示させることでなされる。
【００２２】このフォローアップ検査検索画面２１は、
新規患者検索ボタン２２、全患者検索ボタン２３、条件
検索ボタン２４、フォローアップ期間設定ボタン２５、
検索結果患者一覧表示エリア２６及びファイル作成エリ
ア２７等から構成される。
【００２３】新規患者検索ボタン２２は、一度もファイ
ル出力されていない患者を検索結果患者一覧表示エリア
２６に表示させるボタンである。
【００２４】また、全患者検索ボタン２３はデータベー
スに登録されている全患者を検索結果患者一覧表示エリ
ア２６に表示させるボタンである。
【００２５】フォローアップ期間設定ボタン２５は、フ
ォローアップ検査期間を設定して該当する患者を検索結
果患者一覧表示エリア２６に表示させるボタンである。
【００２６】ファイル作成エリア２７は、フォローアッ
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プが必要な患者情報をファイル化して病院側ＰＣ４にフ
ァイル出力するためのファイル作成領域である。
【００２７】そして、ステップＳ３で例えばフォローア
ップ期間設定ボタン２５を用いて、ファイリング装置１
にて所望のフォローアップ検査期間を設定して該当する
患者を検索し、該当する患者がいるかどうかを判断し、
該当する患者がいる場合はステップＳ４でファイリング
装置１にて該当する患者の関連データファイルを読み出
し、結果患者一覧表示エリア２６に該当する患者名等を
表示させ、該当する患者がいない場合は処理を終了す
る。
【００２８】このステップＳ３での処理により、医師は
フォローアップ検査が必要な患者一覧を様々な条件で検
索ができる。
【００２９】次に、ステップＳ５で後述するフォローア
ップ検査の案内の自動配信及び予約受付処理を実行し、
ステップＳ６で検査日になると医師がフォローアップ検
査を実施し、ステップＳ７で医師が再検査が必要かどう
か判断し、必要な場合にはステップＳ１に戻り、必要が
ない場合は処理を終了する。
【００３０】次に、上記ステップＳ５のフォローアップ
検査の案内の自動配信及び予約受付処理について説明す
る。
【００３１】このフォローアップ検査の案内の自動配信
及び予約受付処理は、図５に示すように、ステップＳ１
１でファイリング装置１よりステップＳ４において読み
出した該当する患者の関連データファイルを病院側ＰＣ
４にファイル出力し、病院側ＰＣ４のメーラソフトある
いは宛名書きソフトに関連データファイルを読み込ませ
る。
【００３２】なお、関連データファイルの病院側ＰＣ４
へのファイル出力は、セキュリティに問題がなければオ
ンラインで行い、セキュリティに懸念がある場合にはフ
ロッピディスク等の可搬記録媒体を介して行う。
【００３３】次に、ステップＳ１２で病院側ＰＣ４のメ
ーラソフトあるいは宛名書きソフトによりフォローアッ
プ検査の案内を患者宅６にｅ－ｍａｉｌあるいは郵便に
て自動配信（送信）し、ステップＳ１３で患者宅６から
の返信によりフォローアップ検査の案内に基づくフォロ
ーアップ検査の予約を受け付けステップＳ６に戻る。
【００３４】このように本実施の形態では、医師は種々
の条件でフォローアップ検査を簡単に検索でき、検査の
予定等の計画を容易に行うことが可能となる。
【００３５】また、フォローアップ検査が必要な患者に
対してフォローアップ検査の検索結果に基づいてｅ－ｍ
ａｉｌ等によりフォローアップ検査の案内を自動配信
し、患者からの予約を受け付けることができるので、確
実、迅速かつ安価で効率的にフォローアップ検査の実施
が可能となる。
【００３６】図６ないし図１４は本発明の第２の実施の
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形態に係わり、図６は検査フォローアップ情報管理装置
を構成する検査予約サーバを備えたシステム構成を示す
構成図、図７は図６の検査予約サーバでのフォローアッ
プ検査の案内の自動配信及び予約受付処理の処理の流れ
を説明するフローチャート、図８は図７の処理で公開さ
れるホームページを示す図、図９は図７の処理で公開さ
れる予約カレンダページを示す図、図１０は図７の処理
で公開される詳細予約ページを示す図、図１１は図６の
検査予約サーバでの患者のフォローアップ検査の予約状
況を閲覧処理の流れを説明するフローチャート、図１２
は図６の検査フォローアップ情報管理装置を構成する検
査予約サーバを備えたシステム構成の第１の変形例を示
す構成図、図１３は図６の検査フォローアップ情報管理
装置を構成する検査予約サーバを備えたシステム構成の
第２の変形例を示す構成図、図１４は図６の検査フォロ
ーアップ情報管理装置を構成する検査予約サーバを備え
たシステム構成の第３の変形例を示す構成図である。
【００３７】第２の実施の形態は第１の実施の形態とほ
とんど同じであるので、異なる構成のみ説明し同一の構
成には同じ符号を付け説明は省略する。
【００３８】図６に示すように、本実施の形態の検査フ
ォローアップ情報管理装置は、専用回線からなるＷＡＮ
（ワイド・エリア・ネットワーク）２１に接続された検
査予約管理センタ２２内の検査予約サーバ２３に構築さ
れる。病院側ＰＣ４はＷＡＮ２１に接続され、ＷＡＮ２
１はファイアウォール２４を介してインターネット５に
接続されている。検査予約サーバ２３には記録再生装置
２６が接続され、この記録再生装置２６ではフォローア
ップ検査が必要な患者情報のファイルがデータベース化
されている。その他の構成は第１の実施の形態と同じで
ある。
【００３９】次に、本実施の形態の作用について説明す
る。本実施の形態ではステップＳ５でのフォローアップ
検査の案内の自動配信及び予約受付処理が第１の実施の
形態と異なる。
【００４０】すなわち、本実施の形態におけるフォロー
アップ検査の案内の自動配信及び予約受付処理は、図７
に示すように、ステップＳ５１でファイリング装置１よ
りステップＳ４において読み出した該当する患者の関連
データファイルを病院側ＰＣ４にファイル出力し、病院
側ＰＣ４のメーラソフトに関連データファイルを読み込
ませる。
【００４１】なお、関連データファイルの病院側ＰＣ４
へのファイル出力は、セキュリティに問題がなければオ
ンラインで行い、セキュリティに懸念がある場合にはフ
ロッピディスク等の可搬記録媒体を介して行う。
【００４２】次に、ステップＳ５２で病院側ＰＣ４のメ
ーラソフトによりフォローアップ検査の案内が患者宅６
にｅ－ｍａｉｌにて予定検査日（前回検査日からフォロ
ーアップ期間を経過した理想フォローアップ検査日）の
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１週間前に自動配信（送信）されると共に、病院側ＰＣ
４より検査予約サーバ２３にフォローアップ検査対象患
者の患者情報を送信する。
【００４３】これにより検査予約サーバ２３では、フォ
ローアップ検査対象患者の患者情報をデータベース化し
て記録再生装置２６に記録すると共に、検査管理データ
を更新する。
【００４４】また、ｅ－ｍａｉｌにより自動配信される
フォローアップ検査の案内には、検査予約サーバ２３が
インターネット５上に公開するホームページのアドレス
（ＵＲＬ）及びアクセス方法（ＩＤ、パスワード）等が
記載されている。
【００４５】続いて、ステップＳ５３で患者がＵＲＬに
より検査予約サーバ２３が公開する図８に示すようなホ
ームページ３１にアクセスする。
【００４６】なお、患者が患者側ＰＣを有していない場
合（電子メールアドレスの登録がない患者に場合）は、
郵便にて上記ｅ－ｍａｉｌと同様な内容を配信すること
で、患者は知人あるいはインターネットカフェ等のＰＣ
を用いることで、ホームページ３１にアクセスことにな
る。
【００４７】ステップＳ５４にてホームページ３１でＩ
Ｄ、パスワードを入力しログインボタン３２をクリック
すると、ステップＳ５４で検査予約サーバ２３がＩＤ、
パスワードの照合及び認証を行い、ステップＳ５５で図
９に示すような予約カレンダページ３３が公開され、患
者が予約カレンダ３４の日付をクリックすることで予約
日を設定する。
【００４８】なお、予約日は、予定検査日（前回検査日
からフォローアップ期間を経過した理想フォローアップ
検査日）の前後２週間のみ設定可能であって、上記Ｉ
Ｄ、パスワードの有効期限もこの検査予約可能な期間の
み有効で、この期間を過ぎると検査予約サーバ２３は発
行したＩＤ、パスワードを無効として、検査予約サーバ
２３内への不正アクセスを防止している。さらに、この
ＩＤ、パスワードによるアクセス回数も制限されてお
り、検査予約サーバ２３は期間内であってもアクセス回
数が所定回数を超えるとＩＤ、パスワードを無効とし
て、検査予約サーバ２３内への不正アクセスを防止す
る。
【００４９】ステップＳ５６にて予約日を設定すると、
図１０に示すような詳細予約ページ３５が公開され、ス
テップＳ５６で詳細な患者情報や予約時間等を患者が入
力することで検査の予約が完了しステップＳ６に戻る。
【００５０】ここで、医師（病院）は病院側ＰＣ４によ
って検査予約サーバ２３のホームページ３１にアクセス
することで、患者のフォローアップ検査の予約状況を閲
覧することができる。すなわち、図１１に示すように、
ステップＳ８１で医師（病院）が検査予約サーバ２３が
公開する図８に示したホームページ３１にアクセスし、
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ステップＳ８２でホームページ３１にてＩＤ、パスワー
ドを入力することで、ステップＳ８３で検査予約サーバ
２３がＩＤ、パスワードの照合及び認証を行い、ステッ
プＳ８４で図４に示したフォローアップ検査検索画面２
１を有する検査予約情報ページ（図示せず）が公開さ
れ、医師（病院）が検査予約情報ページにアクセスする
ことになる。
【００５１】なお、病院には予め検査予約サーバ２３よ
り病院用のＩＤ、パスワードが発行されており、検査予
約サーバ２３は入力された病院用のＩＤ、パスワードに
基づきフォローアップ検査検索画面２１を有する検査予
約情報ページを医師（病院）に公開する。
【００５２】そして、ステップＳ８５で公開された検査
予約情報ページのフォローアップ検査検索画面２１によ
り検査予約情報を検索し、ステップＳ８６で医師（病
院）が検査予約情報を確認・把握することで処理を終了
する。
【００５３】このように本実施の形態によれば、第１の
実施の形態の効果に加え、検査予約サーバ２３によりフ
ォローアップ検査予約をホームページ上で行うことがで
き、ｅ－ｍａｉｌや郵便等の返信による予約データを病
院２スタッフがＰＣ上で入力する必要がなく、且つ２４
時間３６５日予約情報の確認が可能となり、より予約を
安価に且つ確実、迅速に行うことができる。また、病院
２にとっても検査予約サーバ２３が検査予約情報を管理
するので、管理負荷がなくなるといった効果がある。一
方、予約を申し込む患者にとっても２４時間３６５日予
約が可能となり、より予約を安価に且つ確実、迅速に行
うことができる。第２の実施の形態では、内視鏡検査に
関して説明したが、他の診療科の開業医病院（例えば○
○外科病院、△△脳外科クリニック等）のフォローアッ
プ検査にも適用させてもよい。
【００５４】なお、図１２に示すように、第２の実施の
形態のＷＡＮ２１に病院２に患者を紹介した患者のかか
りつけの診療所４１を接続させ、検査予約サーバ２３が
診療所４１にＩＤ、パスワードを発行することで、診療
所４１に対して診療所側ＰＣ４２を用いてホームページ
上で紹介した患者の内視鏡画像やフォローアップ検査予
約を確認可能に構成してもよく、これにより診療所４１
では紹介した患者の検査結果や検査状況が把握できる。
【００５５】また、図１３に示すように、検査予約サー
バ２３等を病院２内に設けても良い。
【００５６】さらに、 ファイリング装置１を一台の装
置構成としたが、これに限らず、図１４に示すように、
ファイリング装置を例えば内視鏡検査部門１０１内にお
ける内視鏡検査装置１０２からの画像を入力し圧縮する
画像入力圧縮装置１０３、画像入力圧縮装置１０３によ
り圧縮された画像を記憶するサーバ１０７、サーバ１０
７あるいは大容量記憶装置１０４に記憶された圧縮画像
を検索・伸張再生する検索／画像再生装置１０５、検査

12
オーダリング部門１１６から内視鏡検査装置１０２での
検査を受け付ける受付ＰＣ１０６よりファイリング装置
を構成しても良い。
【００５７】このとき、受付ＰＣ１０６は院内ＬＡＮ１
１１に接続され、院内ＬＡＮ１１１には同様にファイリ
ング装置を備えたＣＴ検査部門１１２、ＭＲＩ検査部門
１１３等や内科診療を行う内科部門１１４のＰＣ、医療
事務及び会計処理を行う医療事務会計部門１１５、検査
予約管理センタ２２を構成する検査オーダリング部門１
１６及びインターネット５に接続されるファイアウォー
ル１１７が接続される。なお、内科部門以外に院内の耳
鼻科、皮膚科、リハビリ科、脳外科等の部門を院内ＬＡ
Ｎ１１１に接続しても良く、これら部門（医療科）の検
査予約を検査オーダリング部門１１６のなかの検査予約
管理センタ２２を用いて患者と病院を結んで予約可能に
構成してもよい。また各部門毎に検査予約管理センタ２
２を設けて各部門と患者を結んで予約可能な構成にして
もよい。
【００５８】図１５及び図１６は本発明の第３の実施の
形態に係わり、図１５はファイリング装置の作用を説明
するフローチャート、図１６は図１５の処理で表示され
る画像を示す図である。
【００５９】次に、本発明の第３の実施の形態を説明す
る。本実施の形態は第１の実施の形態と同様の構成から
なる。
【００６０】図１５に示すように、ファイリング装置１
に電子内視鏡３での検査後に内視鏡画像が患者情報に関
連付けて記録されると、ステップＳｌａでファイリング
装置１において医師が内視鏡による患者のフォローアッ
プ検査が必要か判断し、必要と判断した場合はフォロー
アップ検査を行う時期と、フォローアップ検査の案内を
送付する時期を設定する。１つのフォローアップ検査に
対し、医師は必要に応じて１回、または複数回の案内送
付時期を設定できる。
【００６１】次にステップＳｌｂでフォローアップ検査
の案内の送付先を選択する。このフォローアップ検査の
有無、検査時期、案内送付時期、及び案内送付先の設定
は図１６に示すようなフォローアップ検査設定画面１１
ｂをファイリング装置１のモニタに表示させることでな
される。
【００６２】フォローアップ検査設定画面１１ｂは、患
者情報に基く患者の内視鏡画像を表示する検査画像表示
エリア１２と、フォローアップ検査の有無及び時期をラ
ジオボタンにより選択的に設定するフォローアップ検査
設定エリア１３ａ、フォローアップ検査の時期が設定さ
れた場合に、その案内時期を設定するフォローアップ検
査案内送付時期設定エリア１３ｂ、その検査の患者情報
を表示する患者情報表示エリア１３ｃ、患者の紹介医を
設定する紹介者情報表示エリア１３ｄを備えて構成され
る。
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【００６３】医師は検査画像表示エリア１２に表示され
た患者の内視鏡画像を判断し、フォローアップ検査の有
無及び時期を決定し、フォローアップ検査設定エリア１
３ａにおいてラジオボタンにより選択的にフォローアッ
プ検査の有無及び時期を設定する。
【００６４】次にフォローアップ検査案内送付時期設定
エリア１３ｂにおいて１回、または複数回の案内送付時
期を設定する。例えば、６ケ月後にフォローアップ検査
を設定し、そのフォローアップ検査の案内を１ケ月前と
１週間前に、２回送付するように設定することができ
る。
【００６５】さらに紹介者情報表示エリア１３ｄにおい
て、フォローアップ検査案内を送付するべき、その患者
の紹介医を設定する。紹介医の情報として、紹介医の氏
名の他に、ｅ－ｍａｉｌアドレスや郵便物の送付先など
の情報を設定することができる。
【００６６】フォローアップ検査案内の送付先は紹介医
の他にも、ＣＣ設定ボタン１３ｅを押すことにより複数
のＣＣ（カーボンコピー）送付先を設定することができ
る。これらのＣＣ送付先も紹介医と同様に氏名、ｅ－ｍ
ａｉｌアドレスや郵便物の送付先などの情報を設定する
ことができる。
【００６７】設定されたフォローアップ検査の有無、時
期、案内送付時期、及び紹介者情報からなるフォローア
ップ検査情報は、患者情報と共にデータベース化されて
ファイリング装置１に保存される。
【００６８】ステップＳ２以降の作用は第１の実施の形
態のステップＳ２以降の作用と同じだが、ここでフォロ
ーアップ検査期間は、フォローアップ検査の案内を送付
する時期を表す。
【００６９】また、ステップＳ１２にてフォローアップ
検査の案内を送付する際、プリントアウトした案内を郵
送する様にしても良い。この場合の印刷部数はステップ
Ｓ１ｂにおいて設定した患者、紹介医にＣＣ送付先を加
えた人数分の部数の案内が自動的に印刷される。
【００７０】このように本実施の形態では、第１の実施
の形態の効果に加え、フォローアップ検査が長い期間を
おいて実施する事が予定された場合でも、確実に患者に
対してそのフォローアップ検査を通知することができ
る。
【００７１】また、例えばその患者がかかりつけの医者
による紹介で他の病院で検査を受けた場合、かかりつけ
の医者はその後も紹介した患者の状況を把握しておく必
要がある場合も生じる。このような場合でも、かかりつ
け医はフォローアップ検査を含めた患者の状況を把握す
ることができる。
【００７２】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、簡
単かつ確実にするフォローアップ検査を行うためのフォ
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ローアップ情報を管理することができるという効果があ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る検査フォロー
アップ情報管理装置を構成するファイリング装置のシス
テム構成を示す構成図
【図２】図１のファイリング装置の作用を説明するフロ
ーチャート
【図３】図２の処理で表示される第１の画像を示す図
【図４】図２の処理で表示される第２の画像を示す図
【図５】図２のフォローアップ検査の案内の自動配信及
び予約受付処理の処理の流れを説明するフローチャート
【図６】本発明の第２の実施の形態に係る検査フォロー
アップ情報管理装置を構成する検査予約サーバを備えた
システム構成を示す構成図
【図７】図６の検査予約サーバでのフォローアップ検査
の案内の自動配信及び予約受付処理の処理の流れを説明
するフローチャート
【図８】図７の処理で公開されるホームページを示す図
【図９】図７の処理で公開される予約カレンダページを
示す図
【図１０】図７の処理で公開される詳細予約ページを示
す図
【図１１】図６の検査予約サーバでの患者のフォローア
ップ検査の予約状況を閲覧処理の流れを説明するフロー
チャート
【図１２】図６の検査フォローアップ情報管理装置を構
成する検査予約サーバを備えたシステム構成の第１の変
形例を示す構成図
【図１３】図６の検査フォローアップ情報管理装置を構
成する検査予約サーバを備えたシステム構成の第２の変
形例を示す構成図
【図１４】図６の検査フォローアップ情報管理装置を構
成する検査予約サーバを備えたシステム構成の第３の変
形例を示す構成図
【図１５】本発明の第３の実施の形態に係るファイリン
グ装置の作用を説明するフローチャート
【図１６】図１５の処理で表示される画像を示す図
【図１７】従来の再検査を可能とするファイリング装置
のシステム構成を示す構成図
【符号の説明】
１…ファイリング装置
２…病院
３…電子内視鏡装置
４…病院側ＰＣ
５…インターネット
６…患者宅
７…患者側ＰＣ
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